日本史プリント　昭和時代５（解答編）
●第二次世界大戦後の世界

①第二次世界大戦が終わると間もなく、世界の平和を守るための（国際連合）という組織が作られました。

②こうして世界が平和になるかと思いきや、アメリカを中心とする（資本）主義諸国と、ソ連を中心とする（社会）主義諸国が対立し、世界は険悪なムードになりました。

③この対立は、とにかくにらみあいで、実際の戦いにはならなかったため、（冷たい戦争（冷戦））と呼ばれます。

④この両陣営の対立のせいで、（朝鮮）・（ドイツ）・（ベトナム）の３ヶ国は、２つに分裂してしまいました。

●朝鮮での対立

⑤朝鮮の北半分は、（ソ連）の援助を受けて、（朝鮮民主主義人民共和国）という国になりました。

⑥朝鮮の南半分は、（アメリカ）の援助を受けて、（大韓民国）という国になりました。

⑦両国は、北緯（38）度を境界線にして分かれていましたが、1950年に（朝鮮）戦争が起こりました。

⑧ソ連は（北朝鮮）の味方をし、アメリカを始めとする国連軍は（韓国）の味方をしたため、戦争は大規模なものとなりました。

⑨日本でも、朝鮮戦争が始まると、アメリカの命令によって、（警察予備隊）が作られました。これは、現在の（自衛隊）にあたります。

⑩日本は、アメリカ軍に頼まれて、軍需品を大量に生産したため、景気がよくなりました。これを、（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくじゅ),特需)）景気と言います。

●日本の独立

⑪第二次世界大戦後、連合国に占領され続けていた日本ですが、1951年、ついに各国と（サンフランシスコ講和）条約を結び、独立を果たしました。

⑫しかし、同時に、アメリカと（日米安全保障）条約を結び、アメリカ軍が日本に留まることを許可しました。（現在も、この条約は続いている）

⑬1956年には、日本が国際連合に加盟することに反対していた（ソ連）と、（日ソ共同）宣言を結び、国際連合への加盟も果たしました。

⑭1960年には、アメリカと、「お互いが戦いでピンチになった時には、協力し合おう」という、（新日米安全保障）条約を結びました。

⑮しかし、この条約に対しては、アメリカの戦争に巻き込まれるおそれがあるとして、はげしい反対運動が起こりました。この運動のことを、（安保闘争）といいます。







